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国
労
東
京
地
本
〇
八
年
新
春
団
結
旗
開
き
が
、

一
月
八
日
芝
弥
生
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

松
川
書
記
長
の
司
会
挨
拶
で
始
ま
り
、
主
催
者

を
代
表
し
て
石
上
委
員
長
が
「
昨
年
は
Ｊ
Ｒ
不
採

用
事
件
の
政
治
的
解
決
を
目
指
し
、
大
衆
行
動
を

積
み
上
げ
、
一
一
・
三
〇
集
会
を
成
功
さ
せ
た
。

地
方
自
治
体
決
議
も
多
く
採
択
い
た
だ
け
た
。
四

者
四
団
体
の
大
同
団
結
後
、
支
援
の
輪
が
広
が
っ

た
が
解
決
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
早
期
解
決
に
向

け
更
に
努
力
し
あ
い
た
い
。
最
重
要
課
題
は
組
織

の
強
化
・
拡
大
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
の
和
解
成
立
後
、

新
入
社
員
が
国
労
に
加
入
し
た
事
は
大
き
な
自
信

に
な
っ
た
。
和
解
の
意
味
を
し
っ
か
り
活
用
し
て

い
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
も
、
安
全
・
仕
事
総
点

検
運
動
を
定
着
さ
せ
、
分
会
活
動
の
活
性
化
を
図

り
、
安
心
し
て
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
を
つ
く
ろ

う
。
今
、
労
働
者
に
問
わ
れ
て
い
る
の
は
公
正
・

公
平
な
共
生
で
き
る
社
会
づ
く
り
の
た
め
の
努
力

で
あ
り
、
人
間
を
大
切
に
す
る
こ
と
。」
だ
と
年
頭

の
挨
拶
を
行
っ
た
。

次
に
、
大
勢
の
来
賓
の
方
々
に
駆
け
つ
け
て
い

た
だ
き
、
東
京
交
運
労
協
・
岡
住
議
長
、
東
京
平

和
運
動
セ
ン
タ
ー
・
関
事
務
局
長
、
東
京
地
評
・

堤
議
長
、
東
京
全
労
協
・
諸
隈
事
務
局
長
、
国
鉄

闘
争
支
援
中
央
共
闘
会
議
・
山
下
副
議
長
、
国
労

弁
護
団
・
海
渡
弁
護
士
、
社
会
民
主
党
・
保
坂
衆

議
院
議
員
、
民
主
党
・
名
取
都
議
会
議
員
、
日
本

共
産
党
・
徳
留
副
委
員
長
、
国
労
議
員
団
・
佐
藤

団
長
、
国
労
本
部
・
高
橋
委
員
長
か
ら
順
次
ご
挨

拶
を
受
け
た
。

一
月
二
三
日
、
東
京
地
裁
民
事
第
一
一
部
は
、

全
動
労
（
現
・
建
交
労
）
組
合
員
ら
五
八
名
が
鉄

道
運
輸
機
構
を
被
告
と
し
て
提
訴
し
て
い
た
採
用

差
別
損
害
賠
償
請
求
事
件
に
つ
い
て
「
Ｊ
Ｒ
採
用

候
補
者
名
簿
へ
の
不
登
載
が
全
動
労
組
合
員
に
対

す
る
不
当
労
働
行
為
＝
不
法
行
為
で
あ
っ
た
こ
と

を
認
め
、
原
告
ら
が
Ｊ
Ｒ
に
採
用
さ
れ
て
い
た
ら

得
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
賃
金
等
に
相
当
す
る
損
害
賠

償
は
否
定
し
つ
つ
も
、
Ｊ
Ｒ
の
採
用
候
補
者
選
定

過
程
に
お
い
て
公
平
な
取
り
扱
い
を
受
け
る
べ
き

法
的
利
益
を
侵
害
さ
れ
た
慰
謝
料
と
し
て
、
一
人

当
た
り
五
百
五
十
万
円
の
支
払
い
を
命
じ
る
」
判

決
を
言
い
渡
し
た
。

な
お
、
先
行
す
る
同
種
の
訴
訟
と
し
て
、
国
労

の
闘
争
団
員
ら
の
一
部
二
九
七
名
が
提
訴
し
た
、

い
わ
ゆ
る
鉄
建
公
団
訴
訟
は
、
〇
五
年
九
月
一
五

日
に
一
部
を
除
き
一
人
当
た
り
五
百
万
円
の
慰
謝

料
を
認
め
る
判
決
が
出
て
い
た
。

国
労
は
こ
う
し
た
情
勢
を
踏
ま
え
つ
つ
、
〇
六

年
一
二
月
に
国
労
本
部
及
び
国
労
闘
争
団
員
五
四

五
名
が
採
用
差
別
訴
訟
を
提
起
し
て
い
る
。

今
回
の
全
動
労
判
決
は
、
二
一
年
間
に
及
ぶ
原

告
ら
組
合
員
の
苦
闘
を
補
う
べ
き
慰
謝
料
と
し
て

極
め
て
不
十
分
で
は
あ
る
が
、
国
鉄
の
不
当
労
働

行
為
の
存
在
と
責
任
を
認
め
る
判
断
を
共
通
に
し
、

こ
れ
を
定
着
さ
せ
る
も
の
と
し
て
積
極
的
に
評
価

で
き
る
。

政
府
及
び
鉄
道
運
輸
機
構
は
、
本
日
の
判
決
を

共
催
で
あ
る
、
国
労
東
日
本
本
部
・
伊
藤
委
員

長
の
乾
杯
発
声
で
懇
親
に
移
っ
た
。

第
二
部
で
は
、
常
盤
教
宣
部
長
が
司
会
を
務
め
、

東
京
都
労
働
組
合
連
合
会
・
井
口
副
委
員
長
、
東

京
都
教
職
員
組
合
・
中
山
委
員
長
、
中
央
労
働
金

庫
荒
川
支
店
・
佐
藤
支
店
長
、
退
職
者
会
東
京
地

連
・
羽
切
会
長
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
交
運
共
済
東
日
本
事
業
本
部
・
宮
坂
本

部
長
、
国
労
会
館
・
古
関
専
務
理
事
、
ジ
ャ
ン
ピ

ン
グ
ツ
ア
ー
・
篠
崎
様
、
企
業
組
合
・
金
井
様
、

㈱
Ａ
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ａ
・
古
川
様
に
は
、
時
間
の
関
係
で

紹
介
の
み
に
留
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

今
年
も
、
こ
の
旗
開
き
で
幕
を
開
け
た
が
、
最

重
要
課
題
で
あ
る
組
織
拡
大
に
向
け
、
組
織
の
総

力
を
あ
げ
て
取
り
組
み
を
強
化
し
よ
う
。

機
に
、
国
鉄
分
割
民
営
化
の
負
の
遺
産
で
あ
り
、

戦
後
最
大
の
不
当
労
働
行
為
事
件
と
い
う
べ
き
Ｊ

Ｒ
採
用
差
別
問
題
の
一
日
も
早
い
解
決
を
図
る
た

め
、
真
摯
な
努
力
を
直
ち
に
開
始
す
べ
き
で
あ
る
。

1・23に行なわれた雪の中での東京地裁前座り込み宣伝行動
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一
月
一
二
日
、
第
二
九
回
新
春
団
結
マ
ラ
ソ
ン

大
会
が
、
皇
居
桜
田
門
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と

し
て
開
催
さ
れ
た
。

前
後
の
日
が
晴
れ
渡
る
中
で
、
唯
一
雨
と
な
り
、

責
任
の
な
す
り
あ
い
か
ら
始
ま
っ
た
大
会
は
、
そ

平
成
二
〇
年
三
月
ダ
イ
ヤ
改
正
は
、
一
月
二
一

日
以
降
首
都
圏
各
支
社
に
お
い
て
提
案
さ
れ
た
。

東
京
支
社
に
お
い
て
は
、
朝
通
勤
時
間
帯
の
増
発

を
お
こ
な
い
混
雑
緩
和
を
図
る
一
方
、
急
行
「
銀

河
」「
北
斗
星
（
一
往
復
）」
の
廃
止
が
提
案
さ
れ

た
。
ま
た
東
北
縦
貫
を
視
野
に
入
れ
た
運
輸
区
の

発
足
（
本
年
秋
）
が
す
で
に
提
案
さ
れ
て
お
り
、

今
回
は
そ
れ
に
伴
う
行
路
の
持
ち
替
え
と
要
員
の

移
管
が
あ
わ
せ
て
提
案
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
池

袋
・
品
川
車
掌
区
は
、
山
手
線
に
特
化
さ
れ
、
品

川
が
持
っ
て
い
た
横
須
賀
線
、
湘
南
新
宿
ラ
イ
ン

は
東
京
及
び
新
宿
へ
移
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

同
時
に
駅
関
係
に
お
け
る「
活
用
策
の
見
直
し
」

が
提
案
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
標
準
数
外
で
あ
っ
た

「
活
用
策
」
を
標
準
数
化
し
て
い
く
こ
と
が
提
案

さ
れ
た
。
こ
れ
は
ニ
ュ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
二
一
政

策
に
お
い
て
「
効
率
化
あ
り
き
」
で
進
め
ら
れ
た

施
策
が
「
今
後
の
駅
の
あ
り
方
」
に
お
い
て
修
正

さ
れ
て
き
た
こ
と
を
示
す
も
の
。
特
に
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
が
集
中
し
て
き
た
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
で
は
、

れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
予
想
以
上
の
組
合
員
・
家

族
・
Ｏ
Ｂ
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
白
熱
し
た
大
会

と
な
っ
た
。

一
周
で
は
、
走
友
会
の
役
員
で
あ
り
上
野
支
部

教
宣
部
長
も
務
め
て
い
る
西
尾
さ
ん
が
優
勝
し
、

二
周
で
は
、
新
座
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
小
保
方
さ

ん
が
、
二
位
以
下
を
ぶ
っ
ち
ぎ
り
で
引
き
離
し
て

旅
客
流
動
か
ら
も
業
務
量
か
ら
も
見
直
し
が
求
め

ら
れ
て
い
た
。
一
方
の
中
小
駅
は
、
効
率
化
が
進

み
業
務
委
託
も
実
施
さ
れ
て
き
て
い
る
。
こ
う
し

た
問
題
も
勘
案
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
改
善
を
求
め

る
必
要
が
あ
る
。

会
社
は
、
団
塊
世
代
の
大
量
退
職
が
進
む
一
方

で
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
要
員
を
確
保
せ
ず
、
限
り

な
く
ス
リ
ム
化
し
て
き
た
。そ
の
結
果
現
場
で
は
、

要
員
不
足
に
端
を
発
し
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

発
生
し
て
い
る
。
三
六
協
定
が
不
安
定
に
な
っ
て

い
る
昨
今
で
は
「
年
休
も
入
ら
な
い
」
「
勤
務
が

優
勝
し
た
。

【
結
果
】

（
一
周
）

優
　
勝
　
西
尾
　
一
登
　
上
野
・
松
戸
車
両
セ

二
〇
・
〇
四：

二
五

準
優
勝
　
関
根
　
賢
治
　
大
宮
・
浦
和
車
掌
区

二
〇
・
二
五：

一
九

第
三
位
　
鈴
木
　
良
雄
　
神
奈
川
・
横
浜
駅

二
一
・
〇
〇
・
九
〇

（
二
周
）

優
　
勝
　
小
保
方
孝
司
　
八
王
子
・
新
座
貨
物
タ

三
六
・
〇
四：

一
七
　

準
優
勝
　
長
谷
川
雄
次
　
神
奈
川
・
小
田
原
保
線
管
　

理
セ

三
八
・
五
〇：

二
七

第
三
位
　
金
子
　
恒
典
　
大
宮
・
浦
和
車
掌
区

三
九
・
〇
五：

二
〇

技
セ

第
三
位
　
山
道
　
信
幸

新
橋
・
池
袋
運
転
区

（
囲
碁
Ａ
ク
ラ
ス
）

優
　
勝
　
飯
塚
　
頼
夫

上
野
・
松
戸
電
車
区
　
　

準
優
勝
　
内
田
　
　
昭

中
央
・
情
報
シ
ス
テ
ム

Ｏ
Ｂ

第
三
位
　
増
渕
　
武
司

八
王
子
・
三
鷹
駅
Ｏ
Ｂ

（
囲
碁
Ｂ
ク
ラ
ス
）

優
　
勝
　
佐
藤
　
庄
一

新
橋
・
新
宿
地
区
Ｏ
Ｂ

準
優
勝
　
北
爪
　
邦
夫

上
野
・
赤
羽
駅

第
三
位
　
杉
山
　
　
孝

新
幹
線
・
東
二
両

作
成
で
き
な
い
」
等
、
明
ら
か
に
要
員
不
足
が
原

因
と
思
わ
れ
る
事
象
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
輸

送
と
サ
ー
ビ
ス
を
商
品
と
し
て
い
る
Ｊ
Ｒ
に
と
っ

て
、
人
（
社
員
）
が
い
か
に
大
切
か
を
あ
ら
た
め

て
追
求
し
、
改
善
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
提
案
さ
れ
た
ダ
イ
ヤ
改

正
は
、
運
輸
区
設
立
と
あ
わ
せ
て
提
案
さ
れ
た
こ

と
か
ら
も
重
要
な
事
案
と
捉
え
て
対
処
し
て
い

く
。
運
転
・
車
掌
は
も
と
よ
り
、
関
係
す
る
駅
も

含
め
た
対
策
会
議
を
開
催
し
、
要
求
集
約
か
ら
、

団
体
交
渉
に
向
け
た
意
思
統
一
を
図
る
。

マ
ラ
ソ
ン
大
会
と
は
う
っ
て
変
わ
り
快
晴
に
恵

ま
れ
た
一
月
一
九
日
、
第
一
二
回
囲
碁
・
将
棋
大

会
が
、
北
と
ぴ
あ
九
階
和
室
で
開
催
さ
れ
た
。

今
年
も
、
将
棋
の
北
島
忠
雄
六
段
、
囲
碁
は
鈴

木
嘉
倫
六
段
を
迎
え
、
指
導
対
局
を
お
願
い
し
た
。

将
棋
も
囲
碁
も
Ａ
・
Ｂ
ク
ラ
ス
に
分
け
、
終
日
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

【
結
果
】

（
将
棋
Ａ
ク
ラ
ス
）

優
　
勝
　
高
山
　
裕
治

八
王
子
・
八
王
子
土
木

技
セ

準
優
勝
　
久
保
田
高
司

神
奈
川
・
熱
海
運
輸
区

第
三
位
　
田
辺
　
展
通

新
橋
・
蒲
田
電
車
区

（
将
棋
Ｂ
ク
ラ
ス
）

優
　
勝
　
古
内
　
　
剛

上
野
・
上
野
保
線
技
セ
　

準
優
勝

中
島

寛
一

上
野
・
我
孫
子
金
町
保
線
　

ス
タ
ー
ト
前

２
周
優
勝
の
小
保
方
さ
ん


